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246各地の生涯教育

体の推進にもつながることが期待される。このような期待に基づき，筆者は
平成20年度から平成23年度まで近江八幡市教育委員会生涯学習課に配属され
た中で，学校支援地域本部事業の担当者として同事業の拡充に取り組み，ほ
ぼ全市立小中学校が|司事業を各学校の自発的意志により受託するに至った‘、
近江八幡市で他の生涯学習事業が縮小する中で，なぜ学校支援地域本部事業
だけが継続・拡充できているのか。本稿は，近江八幡市の学校支援地域本部
事業の継続・拡充状況を考察した上で，他の生涯学習事業にも展開していく
ための持続可能な生涯学習推進のための視点について考察する。

2．近江八幡市学校支援地域本部事業の継続・拡充の経緯

(1)学校支援地域本部事業の課題
学校支援地域本部事業の課題は，わが国の生涯学習研究者等により研究が

積み重ねられている(3)。高橋は，課題として，①学習支援活動の充実，②読
み聞かせ等の充実,③教職員の理解促進を含む学校側の体制整備,④コーディ
ネーターの資質向上，⑤多彩なボランティアの発掘・確保，⑥予算の柔軟な
執行，⑦持続的な取組への体制整備をあげている(‘I)。御厨は，学校支援地域
本部事業の定着・普及の方策として，①校長・教職員の理解の促進，②ボラ
ンティア及びコーディネーターの人材確保,③活動経費の確保,④学校教育・
社会教育部局間の連携をあげている(5)。③の地域本部を税制上の優遇措置の
適用対象となる法人，ふるさと納税の対象にしてはどうかという提言は持続
可能性につながる。小山は，学校支援地域本部事業不振の原因として，①学
校の一般教員は，自分たちの多忙な業務緩和のために地域から同情的な支援
を受けること，管理職は自身の経営管理能力の弱さを地域に補ってもらうこ
とに不甲斐なさを感じる意識②ボランティアは学校から依頼があった時の
み協力するという主体性がないことに対する不11Mi足，従来の地域と学校の一
体化事業に学校支援地域本部事業の枠がかかり崩壊することに対する危倶
③PTAの存続への影響,④市町村独自の予算措置による事業継続の困難性，
⑤事業受託による事務の繁忙化，⑥学社融合理念や現場での蓄積が崩れ，地
域が学校の補完的機能しか果たせなくなることへの危'倶,を指摘している(6)。
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熊谷,志々田,佐々木の①については,各学校が推薦して選出したコーディ
ネーターが各学校の状況に応じた活動を腱開することで解決している”課題
の多い学校は，学校の問題や特質をよく雌解している定年退職等した元学校
教員をコーディネーターとして選び学校の常識や文化にとらわれず一般市
民としての感覚で学校と地域をつないでほしいと考える学校は，一般市民の
方から適任者をコーディネーターとして選ぶ傾向がある”各学校が必要とす
る活動をできる人を各学校がコーディネーターとして選んでいるので，コー
ディネーターは連絡調整役に終始することなく，各学校が必要とする活動を
している。コーディネーターの活動を連絡調整役に陥らせることなく充実し
たものとするためには，教育委員会の学校支援地域本部事業担当者が市全体
の状況を見ながら底上げを図る必要がある。模範的活動をしているコーディ
ネーターの実践事例をコーディネーターの情報交換会議で報告･議論したり，
各学校教員対象の研修・啓発の機会に報告する等，各学校に効果的に紹介す
ることで全体の底上げをI叉lれるし、近11:八'旙市はそのようにして，コーディ
ネーターの質の向上に取り組んだ．
これらの先行研究から学校支援地域本部事業の課題であり，かつ学校支援

地域本部事業以外の生涯学習事業を持続可能なものにするために課題となっ
ていることを焦点化すれば，一つは，柔軟な予算執行や活動経費の確保，こ
れはゼロ予算での事業企画力も含むと考えるが経費的な問題である｡一つは，
持続的な生涯学習推進体制を発想・構築し，学校や地域等学社連携・融合を
調整する社会教育の専門的人員の不在という人材の問題である。社会教育の
専門的人材が生涯学習部局に配属されれば，経費的な問題も解決できる可能
性がある。生涯学習に関する補助事業についての知識が豊富であれば，外部
資金の獲得が可能になるし，先進事例やアイデアの源泉になるようなことの
情報収集に熱心であれば，ゼロ予算の事業を発案することも期待される。社
会教育の専門的人員は，生涯学習部ﾙjに配属する社会教育主事が最も適切だ
ろう。生涯学稗部局に寺l''1的資質を有し地域と学校の連携を明確にミッショ
ンとして持つ社会教育主事が配属されれば，上述の課題をすぐに解決するこ
とは困難にしても，その解決に向けて行動することが期待される。例えば，
学校関係音と地域住氏がfl分の学校に必要な学校支援を協議して作り｜こげる
地域教育協議会のような学校と地域をむすぶ組織的な取り組みが機能してい
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持続可能性に視点を股いた生涯学習の推進２５１

える学校，中学校で事業を如何に実施するかということに絞られた。大規模
校や新興住宅地ではボランティアや地域コーディネーターの碓保が|水|難で，
学級数が多いので公平に全学級で同じように地域連携授業をするための負担
が大きい。中学校は「勉強を教えなければならない｣，「小学校に比べればオ
ラが学校という意識が低い」というボランティアの心理的障砿や「部活支援
者はすでに各中学校で確保できている｣，「授業は各教科担当教員が責任を持
つ｣、「１学年ｌ学級の小学校ならば地域連携授業を学校の年間計画に組み込
むための調整は担任一人で可能だが，中学校は多数の教員の調整が必要にな
り困難」という中学校側の事業に対するニーズの低さが障壁になって実施が
進まなかった。これは、上述の研究者の指摘する課題とは別次元の課題だっ
たが，実施校が増えてくると大規模校や中学校も追随し，結果的にほぼ全小
中学校が横並び的に学校支援地域本部事業を受託することになった。出来る
学校から次々と広げていく手法が効果的かもしれない。

3．近江八幡市学校支援地域本部事業の持続可能な生涯学習
推進の視点

課題解決と併行して重視したことは，学校支援地域本部事業を如何に持続
させるかという持続可能性である。筆者の社会教育職員としてのlO年間の経
験によれば，関係者の評価や満足度が高く持続性の高い生涯学習事業に共通
して見られる要素は，①相互互恵関係②主体性と共同性、③イノベーショ
ン，④コストパフォーマンス，⑤モデル性，⑥気軽に．気ままに，の６つで
ある(12)。この６つの要素を持続可能な生涯学習事業企画の視点として．どう
学校支援地域本部事業を持続可能となるよう拡充推進したのか省察したい。
①は事業の関係者全員に事業に参画するメリットがあるかということで
ある。学校支援地域本部事業の関係者は，学校・教員，ボランティア｛コー
ディネーターの３者に大別される｡事業実施校に対するヒアリングによれば，
学校．教員は「よい事業だが…｣，ボランティアやコーディネーターは「児
童を支援できるだけで幸せである」という声が多く，噸業に対するｉIMi足度は３
者.とも,l.lib', '¥枝．教幽については，大規模校や新Iil住宅地中学校で事業
の実施が難しかったり，校長の地域に対する意識に左右されたり，社会や家
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254各地の生涯教育

ネーターを配属することは事業の根幹と考えたので，実施校が増えた分は一
人あたりの人件費や人件費以外の事業費を下げて調整し，各学校に一人配属
することは堅持した。コストパフォーマンスを計ることは難しいが，学校支
援メニューフェア等目立つ事業を学校支援地域本部事業の関連事業として市
内外で周知・実施し，報道提供にも力を入れて経費に見合うだけの成果を市
財政当局にも見えるように工夫した(I')。結果として，学校支援地域本部事業
を希望した学校は全て予算が承認された。
⑤は，特殊な能力を持つ人物や多大な予算や労力を必要とするものではな
く，誰もが模倣しやすいシンプルなスキームの簡単な事業かということだが，
学校支援地域本部事業は学校に直接配置するコーディネーターが地域と学校
の調整役となるというスキームがわかりやすい。近江八幡市でもそのスキー
ムを基本として，各学校に応じた形で拡充を進めた。
⑥の気軽に気ままについては，そのような参|由iの仕方が一番長続きすると
いうものである。学校支援地域本部事業は，ボランティアはボランティア蓑
録後自己の能力や都合に合わせて気峰に気ままにボランティアをしている。
学校も自発的に学校支援地域本部事業を受託している。コーディネーターも
出勤時間を拘束せずに，予算の範囲内で学校と調整しながらの自由出勤なの
で，「気軽に続けられる」と述べている。このように可能な限りいつでもやめ
られて自由に出勤・参画できる事業となるよう心がけた。参1曲iすることも自
由で，いつでもやめられる気軽さがあるから，長続きしているという一面は
あるのではないかと考える。

４．持続可能な生涯学習の推進に向けて

よい事業でも継続できなければ意味がない。近江八幡市の学校支援地域本
部事業の継続・拡充の経緯を省察しながら，何が事業の継続性の要素になっ
ているのか確認したい。学校支援地域本部事業を見て第一に感じることは関
係者の相互互恵関係である。ボランティア，コーディネーター，学校・教員
は上述のとおり参画動機は若干異なるが，それぞれ大きなメリットがある-
そのメリットは自発性に基づくもので，動員要;iIiや断りにくい協力依頼によ



持続可能性に視点を置いた生涯学習の推進２５５

るものではない。各参加者がそれぞれに相互互恵関係を感じながら，自発的
意志に基づき，学校の教育環境の向上という一つの目的のために共同してい
る。これが，学校支援地域本部が各参加者が満足感を感じながら継続できて
いる第一の要因と思う。学校支援地域本部事業のスキームは複雑ではない。
コーディネーターを学校に直接配置して地域と学校の調整をするというイノ
ベーションをシンプルなスキームで事業化したものである。そのため関係者
も事業のねらいを理解しやすく，実施校の取組を未実施校に広げやすかった。
シンプルなスキームが，他に広げやすいというモデル性の高さや継続性の高
さにつながっていた。強制性を排除しメリッ|､を強調しながら関係者が自発
性に基づいて参画できるように事業を進めたことは，関係者にいつでもでき
るし，いつでもやめられると安心感を与え，その気軽さ・気ままさが長続き
する要因になっていた。経費もコーディネーターの人件費以外は抑えること
が可能であった。学校はボランティアに対し「お茶ぐらい出したい」という
思いが強かったが，ボランティアは「子どもの笑顔が見れたらお茶などいら
ない」という声が多かったので，ボランティアの好意に甘えればゼロ予算に
近い経費で事業を実施することも可能である。コーディネーターの人件費を
除けばコストパフォーマンスは高く，それは行政の財政難の現状では継続性
につながっていた。参加者さえ意欲を持ち続けていれば，予算に左右されず
事業を継続できる｡担当者が課題や負担を排除し,事業の質を高めていけば，
継続性は高まる〃このように，学校支援地域本部事業には，継続している満
足度の商い生涯学習事業に見られる６要素が全て見られ，その要素を生かす
事業展開をしたことが近江八幡市で継続，拡充できている一つの要因である
と思う。
課題はコーディネーターの人件澱である，これに対するl進ｌの補助がなくな

れば，学校支援地域本部事業は大きな危機を迎える。如ｲIIIに財政的に自立し
て，成果の高い事業を発案して継続するかということが地方に残された大き
な課題だろう。この壁を打ち破るのは，ジョブローテーションで本人の希望
とは関係なく様々な部署に配属されるジェネラリストの一般行政職ではなく，
希望して社会教育主事の資格を取得するような熱意と専門性が高く長期的に
専門職として配属される人材によるイノベーションになるのではないかと考
える。志々田，熊谷が提唱する大学と地域社会双方の恩恵と継続性を重視す
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